
完成図 部品の確認

プラスドライバーをご用意ください。

1

◎組み立て前に､全ての部品が揃っているかどうかお確かめください。

BCP1800-NA/DB-A-1

組立説明書品番：AS-BCP1800-NA/DB
朝日木材加工株式会社
https://www.asahiwood.co.jp

〒440-0071 愛知県豊橋市北島町字北島８７番地  TEL (0532)53-3338

※住所電話番号､URLは変更になることがありますのでご了承ください。

お買いあげいただきありがとうございます。
組み立てる前にこの組立説明書を必ずお読みください。

●商品､組み立てに関する
　お問い合わせは
　右記ＵＲＬ､電話番号まで

そのあと大切に保管し､必要なときにお読みください｡

G スペーサー

F 脚[丸]

天板へ、スペーサーの取り付け

①

②

③

④

⑤

No. 部品図 部品名

ラッパネジ

スペーサー用
取付けネジ

数量

8

2

天板と仕切板の組み立て

※傷が付かない様に段ボール
　などを敷いてください。

②

ドライバー

木目

※壁寄せスタンド WS-B840(別売)と
一緒に使用する場合は、この工程を
とばして[工程２]へ進んでください。

黒色

木目の面の角が
丸くなっている方が前面

A 天板

B 底板

C 仕切板

C 仕切板

D 背板

D 背板

E 脚[四角]

C 仕切板

C 仕切板

C 仕切板

G スペーサー

A 天板

D 背板

① ドライバー

D 背板

B 底板

本商品単体で使用する場合

壁寄せスタンド WS-B840(別売)と一緒に使う場合

壁寄せスタンド WS-B840（別売）

木製ダボ

木製ダボ

木製ダボ

木製ダボ

裏面に続きます

2 背板と底板の組み立て3

2

転倒防止
ロープ 1

1

ワッシャー

転倒防止ロープ
用取付けネジ

前面

上面

前面

上面

2

2 1.仕切板を天板のジョイント金具に
　金属ダボを隙間の無いように
　しっかり差し込む。

2.プラスドライバーでロック
　(約120°締める)します。

うまくロックできない場合は、
一度ドライバーで　　　に回して
最初からやり直してください。

仕切板を上からしっかりと
押さえて、組み立ててください。
※押さえが不十分だとジョイントを
　ロック出来ない場合があります。

木目

木目

木目

木目

金属ダボ

金属ダボ

金属ダボ

金属ダボ

背板を天板と底板で
挟み込む様にして
取り付けてください。

木目

黒色

金属ダボ 金属ダボ

金属ダボ

https://www.asahiwood.co.jp


BCP1800-NA/DB-B-1

脚[四角]、脚[丸]の組み立て4

1.脚[四角]を底板のジョイント
　金具に金属ダボを隙間の無い
　ようにしっかり差し込む。

2.プラスドライバーでロック
　(約120°締める)します。

うまくロックできない場合は、
一度ドライバーで　　　に回して
最初からやり直してください。

脚[四角]を上からしっかりと
押さえて、組み立ててください。
※押さえが不十分だとジョイントを
　ロック出来ない場合があります。

2

本商品単体で使用する場合

壁寄せスタンド WS-B840(別売)
と一緒に使用する場合

2

2

2

E 脚[四角]

F 脚[丸]

※本商品を単体で使用する場合と、壁寄せスタンド WS-B840(別売)を
　一緒に使う場合で脚[四角]を取り付ける位置が異なります。
　異なる位置に取り付けると、本来の耐荷重を満足できなかったり、
　壁寄せスタンドの座板を取り付けることができません。　
　下図をよく確認して取り付けてください。

ゆっくりと
ひっくり返して
ください。

5 完成　　　　　　

【耐荷重】
天　板　: 60kg以下

底  板 : 30kg以下

総耐荷重 : 90kg以下

本商品単体で使用する場合

壁寄せスタンド WS-B840(別売)と
一緒に使う場合

壁寄せスタンド WS-B840(別売)と一緒に使うときは、
設置したWS-B840の柱が本商品の天板、底板のくぼみ
に収まるように設置してください。
※うまく設置できない場合は、Ｇ スペーサーを取り付けて
　しまっているか、E 脚[四角]の取付位置が間違っている
　可能性があります。もう一度[工程１]と[工程４]を
　ご確認ください。

壁寄せスタンド WS-B840(別売)

黒色

前面

ありがとうございました。



BCP1800-NA/DB-C-1

テレビにお子様が登ったり、揺すったり、押したりされますとテレビが前面方向に倒れるおそれがあります。その際の
事故防止と地震等、非常時の安全確保のために、転倒防止を下記にもとづき実施して頂きますようお願い致します。

テレビ転倒防止(前面方向)についてお願い

ワッシャー ･･･　2転倒防止ロープ ･･･　 1

テレビの転倒防止処置についてはテレビ付属の転倒防止用部品にて対応出来る場合もございます｡
テレビの取扱説明書をご参考の上､テレビ付属の転倒防止用部品かAVラック付属の転倒防止用部品
のどちらか適した方を選択しお取付けください｡

【テレビの形状により下図の様にお取付けできないものもございますので､ご了承ください】

ＡＶラック付属
転倒防止用部品

転倒防止ロープ用
取付けネジ  ･･･ 1

※テレビ側に固定するネジは付属しておりません。

1 3

4

2

ロープがＶ字状に取付けが出来たらプレートを図の向きに
し、上に引き上げてロープを張らせます｡ロープが張った
状態でプレートのミゾにロープを引っ掛けて固定します｡
最後に　　　の転倒防止ロープ用ネジをしっかりと締付け
てください。

プレート

<注意>
ロープを張りすぎるとテレビが転倒する恐れがありますのでご注意ください｡

上

下

手順 4

手順 2

片側と同様にロープを
取付けます｡

手順 3
<テレビ本体のねじの場合>

※必要に応じて  　 ワッシャーをご使用ください｡

テレビ本体のねじまたは､テレビに付属されて
いる転倒防止用金具(固定ねじ･クランプ等)に
ロープをかけます｡

上図の様にロープを結んで取付けをします｡

固定ねじ

クランプ

テレビ本体
のネジ

※取付穴は壁掛け金具取付用ネジ穴などを使用します。

<クランプの場合>

転倒防止
ロープ 転倒防止

ロープ テレビ内部やコンセ
ントに入らないよう
あまったロープは巻
き付けるまたはテー
プなどで止めてくだ
さい｡

重要!!

手順 1

■ 高温･多湿の場所に置かないでください

＊付属している転倒防止ロープ(前面方向)は地震等の揺れに伴なう転倒を最小限に
   食い止めるのが目的であり､万一お客様や家具等に障害が生じた場合、一切の損害
   に保証をお約束するものではありません｡

※製品の仕様は改善等の為、予告なく変更する場合がございますので、ご了承ください。

設置のバランスが悪いとテレビが倒れたり
こわれたりして､けがをする恐れがあります｡

※ 記載されている耐荷重を超える機器は載せないでください｡

■ テレビはＡＶラックの中心に設置してください｡

ＡＶラック

ＡＶラック

ＡＶラック

③

③
③

④

④

⑤

ロープが輪になっている部分を
図の様に転倒防止ロープ用ネジで
スペーサーに仮固定をします｡
ネジは完全に締めないでください｡

手順 2

⑤

機器


